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「慣れた義歯こそ高齢者の求める義歯」まさに名言である。また「無歯顎臨床は考古学であり
建築学である」という言葉もある。何もないところに、想像だけでその人に快適な家を建てる
のは至難の業である。特に高齢者となるとなかなか新しい環境になじめない。とするならば、
いま住んでいる家の状況を大切にしたほうが良いし、改善したいという本人からの情報も得や
すい。これを義歯臨床に例えるならば、術者の一方的な思い込みで新義歯を作るのではなく、
旧義歯を「複製し」新義歯製作に利用するのが良い。そのすべてが書かれた情報満載の本書『増
補版 複製義歯』、熟読すべし。

Ⅰ　患者の希望する義歯
Ⅱ　患者の不満と現義歯の診査
Ⅲ　口腔内外の診査
Ⅳ　現義歯の利用
Ⅴ　複製義歯の意義

Ⅵ　複製義歯の変遷
Ⅶ　義歯の複製法
Ⅷ　複製義歯を用いた義歯治療の実際
Ⅸ　訪問歯科診療における複製義歯の活用
Ⅹ　複製義歯のメインテナンス
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本書を読んで本書を読んで 村岡秀明　むらおか歯科・矯正歯科クリニック 院長（千葉県開業）

慣れた義歯の複製で患者さんの負担軽減につなげる

基本のおさらいからCAD/CAM、訪問診療まで


